
JP 6415050 B2 2018.10.31

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光音響効果により発生する光音響波に基づいて得られた光音響信号データを記憶する記
憶部と、
　前記記憶部に記憶された前記光音響信号データに対して、タイムドメイン再構成処理ま
たはフーリエドメイン再構成処理である第１再構成処理、および、モデルベース再構成処
理である第２再構成処理を含む２種類以上の再構成処理を並行して実行し、
　ユーザからの指示の前に、前記第１再構成処理によって生成された第１画像を表示部に
表示させ、
　前記第１画像を前記表示部に表示させた状態で、前記第２再構成処理を継続し、
　前記２種類以上の再構成処理のうち、処理の完了している再構成処理に対応する複数の
画像の中からユーザからの指示に基づいて選択された再構成処理に対応する第２画像を前
記表示部に拡大表示させる演算部と、
を有することを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記演算部は、前記２種類以上の再構成処理のうち、処理の完了した再構成処理を識別
できるように当該再構成処理に対応するアイテムを前記表示部に表示させる
ことを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記演算部は、前記２種類以上の再構成処理のうち、処理の完了していない再構成処理
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をユーザが選択できないように構成されている
ことを特徴とする請求項１または２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記演算部は、前記２種類以上の再構成処理の進捗を示すアイテムを前記表示部に表示
させる
ことを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記２種類以上の再構成処理のそれぞれに用いられる前記光音響信号データには、ある
時刻に発生する光音響波に基づいた同一のデータを含まれている
ことを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　光を発する光源と、
　前記光が被検体に照射されることにより発生した光音響波を検出して電気信号を出力す
る音響波検出部と、
を有し、
　前記記憶部は、前記電気信号に基づいた前記光音響信号データを記憶し、
　前記演算部は、前記記憶部から前記光音響信号データを読み出すことにより、前記光音
響信号データを取得する
ことを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記表示部と、
　ユーザが前記２種類以上の再構成処理から少なくとも１種類の再構成処理を選択できる
ように構成されている入力部と、を更に有し、
　前記表示部と前記入力部とは一体となって構成されている
ことを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　光音響効果により発生する光音響波に基づいて生成された光音響信号データに由来する
画像を表示する表示方法であって、
　記憶部から前記光音響信号データを取得し、
　前記光音響信号データに対して、タイムドメイン再構成処理またはフーリエドメイン再
構成処理である第１再構成処理、および、モデルベース再構成処理である第２再構成処理
を含む２種類以上の再構成処理を並行して実行し、
　ユーザからの指示の前に、前記第１再構成処理によって生成された第１画像を表示部に
表示させ、
　前記第１画像を前記表示部に表示させた状態で、前記第２再構成処理を継続し、
　２種類以上の再構成処理のうち、処理の完了している再構成処理に対応する複数の画像
の中からユーザからの指示に基づいて選択された再構成処理に対応する第２画像を前記表
示部に拡大表示させる
ことを特徴とする表示方法。
【請求項９】
　請求項８に記載の表示方法をコンピュータに実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光が被検体に照射されることにより発生した光音響波に基づき、被検体情報
を取得する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　光を用いた光イメージング技術の一つとして、光音響効果を利用したＰｈｏｔｏ　Ａｃ
ｏｕｓｔｉｃ　Ｉｍａｇｉｎｇ（ＰＡＩ：光音響イメージング）がある。光音響イメージ
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ングでは、例えば、生体などの被検体にパルス光が照射され、血管等の光吸収体がパルス
光のエネルギー吸収することにより光音響波が発生する。この光音響効果により発生した
光音響波を、音響波検出部が検出する。そして、音響波検出部から出力される検出信号を
解析処理することにより、被検体情報を取得する。
【０００３】
　光音響イメージングの例として、非特許文献１は、光音響波の検出信号に対して、Ｕｎ
ｉｖｅｒｓａｌ　Ｂａｃｋ－Ｐｒｏｊｅｃｔｉｏｎ再構成処理（以下、「ＵＢＰ処理」と
する）を施すことにより、被検体情報としての初期音圧分布を取得することを開示する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１２－１３５４６２号公報
【特許文献２】特開２０１０－３５８０６号公報
【特許文献３】特開２０１１－１４３１７５号公報
【特許文献４】特開２０１１－１２０７６５号公報
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】Ｍｉｎｇｈｕａ　Ｘｕ　ａｎｄ　Ｌｉｈｏｎｇ　Ｖ．Ｗａｎｇ，（２０
０５），”Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｂａｃｋ－ｐｒｏｊｅｃｔｉｏｎ　ａｌｇｏｒｉｔｈｍ
　ｆｏｒ　ｐｈｏｔｏａｃｏｕｓｔｉｃ　ｃｏｍｐｕｔｅｄ　ｔｏｍｏｇｒａｐｈｙ”，
ＰＨＩＳＩＣＡＬ　ＲＥＶＩＥＷ　Ｅ　７１，０１６７０６
【非特許文献２】Ｓｅｒｇｅｙ　Ａ．Ｅｒｍｉｌｏｖ，Ｒｅｄａ　Ｇｈａｒｉｅｂ，Ａｎ
ｄｒｅ　Ｃｏｎｊｕｓｔｅａｕ，Ｔｏｍ　Ｍｉｌｌｅｒ，Ｋｅｔａｎ　Ｍｅｈｔａ，ａｎ
ｄ　Ａｌｅｘａｎｄｅｒ　Ａ．Ｏｒａｅｖｓｋｙ，“Ｄａｔａ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　
ａｎｄ　ｑｕａｓｉ－３Ｄ　ｏｐｔｏａｃｏｕｓｔｉｃ　ｉｍａｇｉｎｇ　ｏｆ　ｔｕｍ
ｏｒｓ　ｉｎ　ｔｈｅ　ｂｒｅａｓｔ　ｕｓｉｎｇ　ａ　ｌｉｎｅａｒ　ａｒｃ－ｓｈａ
ｐｅｄ　ａｒｒａｙ　ｏｆ　ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　ｔｒａｎｓｄｕｃｅｒｓ”，Ｐｒｏ
ｃ　ｏｆ　ＳＰＩＥ　Ｖｏｌ．６８５６
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところが、非特許文献１に記載された光音響イメージングで表示される被検体情報の画
像については、診断の観点からさらなる改善が望まれている。
そこで、本発明は、診断において有用性の高い被検体情報の表示を行うことのできる被検
体情報取得装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る情報処理装置は、光音響効果により発生する光音響波に基づいて得られた
光音響信号データを記憶する記憶部と、前記記憶部に記憶された前記光音響信号データに
対して、タイムドメイン再構成処理またはフーリエドメイン再構成処理である第１再構成
処理、および、モデルベース再構成処理である第２再構成処理を含む２種類以上の再構成
処理を並行して実行し、ユーザからの指示の前に、前記第１再構成処理によって生成され
た第１画像を表示部に表示させ、第１画像を前記表示部に表示させた状態で、前記第２再
構成処理を継続し、前記２種類以上の再構成処理のうち、処理の完了している再構成処理
に対応する複数の画像の中からユーザからの指示に基づいて選択された再構成処理に対応
する第２画像を前記表示部に拡大表示させる演算部と、を有する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明に係る被検体情報取得装置によれば、診断において有用性の高い被検体情報の表
示を行うことができる。
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【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本実施形態に係る被検体情報取得装置を示す図
【図２】本実施形態に係る処理部の詳細を示す図
【図３】本実施形態に係る被検体情報取得方法のフローを示す図
【図４】本発明の実施形態に係るシミュレーションモデル及びシミュレーション結果を示
す図
【図５】本発明の実施例１に係る被検体情報取得方法のフローを示す図
【図６】本発明の実施例１に係る処理部の詳細を示す図
【図７】本発明の実施例１に係るディスプレイに表示された画面を示す図
【図８】本発明の実施例２に係る被検体情報取得方法のフローを示す図
【図９】本発明の実施例２に係るディスプレイに表示された画面を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本実施形態に係る被検体情報とは、光音響効果により発生した光音響波の初期音圧、初
期音圧から導かれる光エネルギー吸収密度、吸収係数、組織を構成する物質の濃度等など
である。ここで、物質の濃度とは、酸素飽和度、オキシヘモグロビン濃度、デオキシヘモ
グロビン濃度、および総ヘモグロビン濃度などである。総ヘモグロビン濃度とは、オキシ
ヘモグロビン濃度およびデオキシヘモグロビン濃度の和である。
【００１１】
　また、本実施形態における被検体情報は、数値データとしてではなく、被検体内の各位
置の分布情報であってもよい。すなわち、吸収係数分布や酸素飽和度分布などの分布情報
を被検体情報としてもよい。
【００１２】
　ところで、非特許文献１に記載されたように特定の処理（ＵＢＰ再構成処理）のみで得
られた被検体情報を表示する方法には、診断の観点からさらなる改善が望まれている。
【００１３】
　例えば、処理の種類によって、被検体に対応する実像の表示のされ方が異なる場合があ
る。そのため、処理の種類によって、観察対象の診断における有用性が異なる場合がある
。
【００１４】
　また、再構成処理を行って得られる診断画像にはアーティファクトと呼ばれる虚像が存
在する場合がある。このアーティファクトは診断の妨げとなる場合がある。そして、再構
成処理の種類によって、アーティファクトの出方が異なることが知られている。
【００１５】
　そのため、診断の際に、特定の処理によって得られた被検体情報を表示するだけでは不
十分である場合がある。
【００１６】
　そこで、本発明者は、２種類以上の処理から、ユーザが選択した少なくとも１つの処理
を光音響信号データ（生データとも呼ばれる）に適用させることを着想した。これにより
、ユーザは所望の処理により得られた被検体情報を確認することができるため、病症に応
じて有用であると判断した処理に対応する画像を選択的に診断に用いることができる。
【００１７】
　特定の処理のみを実行することのできる被検体情報取得装置においては、短時間で診断
結果を見たいにもかかわらず、多くの処理時間を要する処理を実行せざるを得ない場合が
ある。また、特定の処理のみを実行することのできる被検体情報取得装置においては、処
理時間を多く要しても詳細を観察したいにもかかわらず、簡単なモデルに基づく処理を実
行せざるを得ない場合もある。
【００１８】
　ところが、本実施形態によれば、ユーザが許容できる処理時間を考慮して所望の処理を
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選択することもできる。すなわち、本実施形態によれば、ユーザが許容できる処理時間の
中で、ユーザが有用性の高いと判断した所望の処理に対応する被検体情報を選択すること
ができる。
【００１９】
　以下、図面を参照しつつ、本実施形態を説明する。なお、同一の構成要素には原則とし
て同一の符号を付して、説明を省略する。
【００２０】
　まず、図１に示す本実施形態に係る被検体情報取得装置の基本構成を説明する。
【００２１】
　本実施形態の被検体情報取得装置は、被検体としての生体１００の情報を取得するため
に、光源１１０、光学系１２０、音響波検出部１３０、コンピュータとしての処理部１４
０、入力部１５０、表示部１６０を有する。
【００２２】
　また、図２は、処理部１４０の詳細、および、処理部１４０の周辺の構成を示す模式図
である。図２に示すように、処理部１４０は、演算部１４１および記憶部１４２を備えて
いる。
【００２３】
　演算部１４１は、バス２００を介して被検体情報取得装置を構成する各構成の動作を制
御している。また、演算部１４１は、記憶部１４２に保存された後述する被検体情報取得
方法が記述されたプログラムを読み出し、被検体情報取得装置に被検体情報取得方法を実
行させている。
【００２４】
　以下、本実施形態に係る被検体情報取得装置の各構成の詳細を説明する。
【００２５】
　（光源１１０）
　光源１１０としては、数ナノから数マイクロ秒オーダーのパルス光を発生可能なパルス
光源が好ましい。具体的には、効率的に光音響波を発生させるため、光源１１０は１０ナ
ノ秒程度のパルス幅の光を発生可能であることが好ましい。光源１１０が発することので
きる光の波長は、被検体内部まで光が伝搬する波長を使うことが望ましい。具体的には、
被検体が生体の場合、好適な波長は、５００ｎｍ以上、１２００ｎｍ以下である。
【００２６】
　また、光源としてはレーザや発光ダイオードを用いることができる。レーザとしては、
固体レーザ、ガスレーザ、色素レーザ、半導体レーザなど様々なレーザを使用することが
できる。例えば、本実施形態に使用されるレーザとしては、アレキサンドライトレーザ、
Ｙｔｔｒｉｕｍ－Ａｌｕｍｉｎｉｕｍ－Ｇａｒｎｅｔレーザ、Ｔｉｔａｎｉｕｍ－Ｓａｐ
ｐｈｉｒｅレーザなどがある。
【００２７】
　（光学系１２０）
　光源１１０から出射された光は、典型的にはレンズやミラーなどの光学部品により、所
望の光分布形状に成型されながら生体１００に導かれる。その他、光ファイバなどの光導
波路などを用いて光を伝搬させることも可能である。光学部品は、例えば、光を反射する
ミラーや、光を集光したり拡大したり形状を変化させるレンズ、光を分散・屈折・反射す
るプリズム、光を伝搬させる光ファイバ、光を拡散させる拡散板などである。このような
光学部品は、光源１１０から発せられた光が被検体に所望の形状で照射されれば、どのよ
うなものを用いてもかまわない。
【００２８】
　なお、光源１１０が発する光を所望の光として被検体に導くことができる場合、光学系
１２０を用いる必要はない。
【００２９】
　（音響波検出部１３０）
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　音響波検出部１３０は、音響波を検出可能な素子であるトランスデューサと、トランス
デューサを囲う筺体とを備えている。
【００３０】
　トランスデューサは、光音響波や超音波エコーなどの音響波を受信し、アナログ信号で
ある電気信号に変換するものである。トランスデューサは、圧電現象、光の共振、静電容
量の変化等を用いたものなど、音響波の受信をできるものであれば、どのようなトランス
デューサであってもよい。また、音響波検出部１３０は、アレイ状に配列された複数のト
ランスデューサを備えていることが好ましい。
【００３１】
　（処理部１４０）
　処理部１４０は、図２に示すように演算部１４１および記憶部１４２を備えている。
【００３２】
　演算部１４１は、典型的にはＣＰＵ、ＧＰＵ、Ａ／Ｄ変換器、ＦＰＧＡ、およびＡＳＩ
Ｃなどの演算素子から構成される。なお、演算部１４１は、１つの演算素子から構成され
るだけではなく、複数の演算素子から構成されていてもよい。また、どの処理をどの演算
素子が行ってもよい。
【００３３】
　記憶部１４２は、典型的にはＲＯＭ、ＲＡＭ、およびハードディスクなどの記憶媒体か
ら構成される。なお、記憶部１４２は、１つの記憶媒体から構成されるだけでなく、複数
の記憶媒体から構成されていてもよい。
【００３４】
　なお、演算部１４１は、生体内の深度によらずに均一なコントラストを持つ画像を得る
ために、光の照射から音響波が音響波検出部１３０の素子に到達するまでの時間に応じて
増幅利得を増減するゲイン調整を行ってもよい。
【００３５】
　また、演算部１４１は、光源１１０から発生するパルス光の発光タイミングの制御、お
よび、パルス光をトリガ信号として音響波検出部１３０の動作開始のタイミングの制御を
行うことができる。また、演算部１４１は、表示部１６０の表示制御を行うことができる
。
【００３６】
　また、演算部１４１は、音響波検出部１３０から得られる検出信号が複数の場合は、同
時に複数の信号をパイプライン処理できるように構成されていることが好ましい。これに
より、被検体情報を取得するまでの時間を短縮することができる。
【００３７】
　なお、処理部１４０が行うそれぞれの処理を、演算部１４１に実行させるプログラムと
して記憶部１４２に保存しておくことができる。ただし、プログラムが保存される記憶部
１４２は、非一時的な記録媒体である。
【００３８】
　また、処理部１４０および音響波検出部１３０は、一体に統合された構成で提供されて
もよい。ただし、音響波検出部に備えられた処理部で一部の信号処理を行い、残りの信号
処理を音響波検出部の外部に設けられた処理部で行ってもよい。この場合、音響波検出部
に備えられた処理部および音響波検出部の外部に設けられた処理部を総称して、本実施形
態に係る処理部とすることができる。
【００３９】
　（入力部１５０）
　入力部１５０は、ユーザによる入力を受け付けることができるように構成されている。
ユーザにより入力された情報は、入力部１５０から処理部１４０に入力される。
【００４０】
　例えば、入力部１５０としては、マウスやキーボードといったポインティングデバイス
や、ペンタブレットタイプなどを採用することができる。また、入力部１５０としては、
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被検体情報取得装置を構成する装置や、その他装置に設けられたボタンやダイヤルなどの
機械的なデバイスを採用することもできる。また、表示部１６０にタッチパネルディスプ
レイを採用する場合、表示部１６０を入力部１５０として採用することもできる。
【００４１】
　なお、入力部１５０は、本実施形態に係る被検体情報取得装置とは別に提供されてもよ
い。
【００４２】
　（表示部１６０）
　表示部１６０は、処理部１４０から出力される被検体情報を表示する装置である。
【００４３】
　表示部１６０は、典型的には液晶ディスプレイなどが利用されるがプラズマディスプレ
イや有機ＥＬディスプレイ、ＦＥＤなど他の方式のディスプレイでも良い。また、表示部
１６０にタッチパネルディスプレイを採用することで、入力部１５０と表示部１６０とを
一体に統合された構成にすることもできる。
【００４４】
　なお、表示部１６０は、本実施形態に係る被検体情報取得装置とは別に提供されてもよ
い。
【００４５】
　次に、図１および図２に示す被検体情報取得装置を用いた本実施形態に係る被検体情報
取得方法を、図３に示すフローを用いて説明する。なお、図３に示すフローは処理部１４
０により実行される。
【００４６】
　（Ｓ３０１：光音響信号データを取得する工程）
　この工程では、まず、光源１１０が発した光が光学系１２０を介してパルス光１２１と
して生体１００に照射される。そして、光吸収体１０１がパルス光１２１を吸収して、光
音響効果により光音響波１０２が発生する。
【００４７】
　次に、音響波検出部１３０は光音響波１０２をアナログ信号である電気信号に変換し、
処理部１４０に出力する。演算部１４１は、音響波検出部１３０から出力された電気信号
を、記憶部１４２に光音響信号データとして保存する。
【００４８】
　本実施形態においては、音響波検出部１３０から出力された電気信号が記憶部１４２に
保存されたときのデータを光音響信号データとする。光音響信号データは、演算部１４１
により記憶部１４２から読み出されて、後述する２種類以上の処理に用いられることが可
能となっているデータである。
【００４９】
　なお、典型的には、音響波検出部１３０から出力された電気信号は、増幅、および、Ａ
／Ｄ変換が施されて記憶部１４２に光音響信号データとして保存される。また、音響波検
出部１３０から出力された電気信号は、加算平均された後に光音響信号データとして記憶
部１４２に保存されてもよい。
【００５０】
　このように、光音響信号データは記憶部１４２に保存されている。演算部１４１は、あ
る時刻に検出した光音響波に対応する同一の光音響信号データを含む光音響信号データを
、後述する複数の処理に用いることができる。
【００５１】
　光音響イメージングにおいては、ある時刻に光音響波を検出して取得した同一の光音響
信号データを含む光音響信号データに異なる処理を施すことができる。これにより、異な
る処理のそれぞれに対応する同時刻における被検体情報を取得することができる。
【００５２】
　すなわち、本実施形態においては、同一のデータを含む光音響信号データに２種類以上
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の処理のそれぞれを適用した同時刻における被検体情報のうち、所望の処理に対応する被
検体情報を選択的に表示させることができる。
【００５３】
　なお、演算部１４１は、同一のデータを含まない光音響信号データに対して２種類以上
の処理を行うことによりそれぞれの処理に対応する被検体情報を取得してもよい。
【００５４】
　（Ｓ３０２：２種類以上の処理から所望の処理の情報を選択する工程）
　この工程では、ユーザが入力部１５０を用いて２種類以上の処理から所望の処理を選択
する。そして、入力部１５０はユーザに選択された処理の情報を処理部１４０に出力する
。このとき、選択された処理の情報は、記憶部１４２に保存される。
【００５５】
　以下、２種類以上の処理からユーザが所望の処理を選択するための入力部１５０の例を
説明する。すなわち、ユーザが所望の処理の情報を入力する方法の例を説明する。
【００５６】
　例えば、ユーザは、２種類以上の処理のそれぞれに対応した入力部１５０としての機械
的なボタンを押すことにより所望の処理を選択してもよい。あるいは、ユーザは、２種類
以上の処理のそれぞれに対応した入力部１５０としての機械的なダイヤルを回すことによ
り、所望の処理を選択してもよい。
【００５７】
　別の例としては、ユーザは、入力部１５０としてのマウスやキーボードなどを用いて、
表示部１６０に表示された処理を表す項目を選択することにより、所望の処理を選択して
もよい。このとき、表示部１６０は、処理を表す項目をアイコンとして並べて表示したり
、メニューとして表示したりすることができる。また、表示部１６０に表示される処理に
関する項目は、被検体情報の画像の横に常に表示されていてもよいし、ユーザが入力部１
５０を用いて、何らかの操作を行った場合に表示されるように構成されていてもよい。例
えば、表示部１６０は、入力部１５０としてのマウスに備えられた機械的なボタンをクリ
ックすることにより処理を表す項目が表示部１６０に表示されるように構成されていても
よい。
【００５８】
　なお、ユーザが２種類以上の処理から所望の処理を選択することができれば、上記の方
法に限らずどのような方法を採用してもよい。
【００５９】
　また、被検体情報取得装置は、各処理の進捗が視覚的にわかるように構成されているこ
とが好ましい。例えば、表示部１６０に進捗バーを表示することや予想される計算終了時
間を表示することにより、各処理の進捗が視覚的にわかるように構成することができる。
また、この他にも、円状の進捗マークを用い、処理が進むにつれて色が変わる角度が変わ
るようにしてもよい。または、処理完了などの進捗状況に応じて処理に対応する項目の色
を変更したり、この項目の付近に文字で進捗状況を表示したりしてもよい。
【００６０】
　また、本実施形態に係る被検体情報取得装置は、処理の進捗を把握することができると
ともに、計算中の処理をユーザが任意に中止することができるように構成されていること
が好ましい。このように構成されることにより、ユーザが進捗バーを見て計算中の処理の
進捗がおもわしくないと判断した場合に、異なる処理を開始させることができる。
【００６１】
　また、デフォルトで選択される画像再構成処理を記憶部１４２内のファイルに予め設定
しておくことができる。この場合、演算部１４１は、ステップＳ３０２の最初にデフォル
ト設定された処理を読み出し、ユーザが特に処理を選択しなければデフォルトで選択され
た処理を実行するようにしてもよい。また、いずれの処理をデフォルトで選択されるよう
にするかをユーザが設定可能にしてもよい。
【００６２】
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　また、ユーザにより選択される所望の処理は、少なくとも１種類の処理であればよい。
また、本実施形態においては、３種類以上の処理から少なくとも２種類の処理を選択して
もよい。このとき、本実施形態に係る被検体情報取得装置は、少なくとも２種類の処理の
組み合わせを複数選択できるように構成されていてもよい。これにより、ユーザが所望す
る処理を自由度高く選択することができ、診断に有用な被検体情報を表示することが可能
となる。
【００６３】
　（Ｓ３０３：所望の処理を行うことにより被検体情報を取得する工程）
　この工程では、演算部１４１が、記憶部１４２に保存された光音響信号データに基づき
、Ｓ２００で選択された所望の処理を行って被検体情報を取得する。ここで、所望の処理
を行うことによって得られる被検体情報を「所望の処理に対応する被検体情報」とする。
【００６４】
　なお、演算部１４１は、記憶部１４２に格納された処理のアルゴリズムが記述されたプ
ログラムを読み出し、光音響信号データにこの処理を行い、被検体情報を取得することが
できる。
【００６５】
　また、本実施形態においては、処理により被検体情報としての３次元のボクセルデータ
や２次元のピクセルデータを取得することができる。
【００６６】
　ここで、本実施形態に係る処理とは、光音響信号データから、病理的な価値を有する被
検体情報に変換する間のあらゆる処理のことを指す。例えば、本実施形態に係る処理とし
ては、記憶部１４２に格納された光音響信号データに基づき、異なる光音響信号データを
生成する探触子応答補正処理やノイズ除去処理などの信号処理が挙げられる。また、例え
ば、本実施形態に係る処理としては、記憶部１４２に格納された光音響信号データから被
検体情報を生成するタイムドメイン再構成処理、フーリエドメイン再構成処理、モデルベ
ース再構成処理などの再構成処理が挙げられる。また、例えば、本実施形態に係る処理と
しては、前述した再構成処理で生成された被検体情報に基づき、異なる被検体情報を生成
する高解像度化処理などの画像処理が挙げられる。
【００６７】
　以下にそれぞれの処理の例を説明する。
【００６８】
　信号処理としての探触子応答補正処理（以下、「ＢＤ処理」とする）とは、光音響信号
データにブラインドデコンボリューションアルゴリズムに基づく処理を施すことにより、
探触子の帯域制限による信号劣化を補正する処理である（特許文献１を参照）。光音響波
が音響波検出部１３０により電気信号に変換される際に、音響波検出部１３０の受信帯域
幅に制限があるため、電気信号の波形が変化してリンギングが生じる場合がある。このリ
ンギングは、画像上に光吸収体の近くに現れるアーティファクトの要因となり、解像度を
低下させる。そこで、探触子応答補正は、音響波検出部によるリンギングを低減させ、ア
ーティファクトの低減および解像度の向上の効果を奏する。
【００６９】
　信号処理としてのノイズ除去処理（以下、「Ｗａｖｅｌｅｔ処理」とする）とは、光音
響信号データにウェーブレット関数による基底追跡を行い、光音響信号データのノイズ成
分を除去する処理である。光音響波に起因する信号の波形は理想的な条件では、Ｎ型の波
形になることが知られている（非特許文献２を参照）。一方、装置の電気系などから混入
する不規則な波形であるランダムノイズは、光音響波に起因する信号に重ね合わせられる
。そこで、光音響信号データに離散ウェーブレット変換を施し、その結果から絶対値の低
い係数を除去することにより、ノイズに起因する信号と光音響波に起因する信号とを弁別
する。このＷａｖｅｌｅｔ処理は、光音響波に起因する信号が理想的な波形に近い場合に
は効果が大きい。一方、光音響波の周波数と音響波検出部の帯域とが大きく異なる場合、
ノイズが多すぎる場合、および被検体の特徴により複数の波形が重なった場合には、Ｗａ
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ｖｅｌｅｔ処理による画質向上効果が低い場合がある。
【００７０】
　再構成処理としてのタイムドメイン再構成処理（以下、「ＴＤ処理」とする）とは、光
音響波が球面波であるという性質を利用して実空間上で音波信号の重ね合わせにより音波
源の推定を行い、ボクセルデータを生成する処理である（特許文献２を参照）。ＴＤ処理
としては、具体的には非特許文献１に記載されたＵＢＰ処理などがある。ＴＤ処理は、実
空間上で処理を行うため、後述するフーリエドメイン再構成処理などと比較すると測定系
の影響を取り入れやすい。例えば、音響波検出部１３０の状態を考慮した立体角の重みづ
け補正処理などを加え、サイドローブ型のアーティファクトを減らすことができる。
【００７１】
　再構成処理としてのフーリエドメイン再構成処理（以下、「ＦＤ処理」とする）とは、
フーリエ変換および逆フーリエ変換を利用して周波数領域で検出信号の重ね合わせにより
音波源の推定を行い、ボクセルデータを生成する処理である（特許文献２を参照）。また
、高速フーリエ変換を利用することにより、短時間で処理を行うことができる。ところが
、周波数空間では実空間上と比べて測定系の影響を取り入れにくい。そのため、例えば、
ＴＤ処理では行うことのできる音響波検出部の状態を考慮した立体角の重みづけ補正処理
などを適用することが難しく、サイドローブ型のアーティファクトが生じる場合がある。
【００７２】
　再構成処理としてのモデルベース再構成処理（以下、「ＭＢＰ処理」とする）とは、理
想的な光音響波の伝搬モデルに基づく計算結果と光音響信号データとの差が最小になるよ
うに音波源を推定してボクセルデータを生成する処理である（特許文献３を参照）。現象
の記述モデルを用いることにより、ＴＤ処理およびＦＤ処理に比べ、測定系を厳密に記述
することができる。これにより、アーティファクトの少ない画像を得ることができる。と
ころが、ＭＢＰ処理においては光音響信号データと計算結果の差が最小になるように反復
して計算を行う必要があるため、典型的にはＴＤ処理やＦＤ処理と比べて多くの処理時間
を要する。また、すべての現象をモデルに反映させることは困難であり、生じた現象をモ
デルに反映させることができない場合には、ＭＢＰ処理により得られる被検体情報の定量
性が低下する場合がある。
【００７３】
　画像処理としての高解像度化処理（以下、「ＣＦ処理」とする）とは、再構成処理によ
り取得された被検体情報に対して、コヒーレントフィルタを使用して探触子の視野角の制
限により生じるアーティファクトを低減させる処理である（特許文献４を参照）。これに
より、被検体情報の画像の高解像度化を図ることができる。この処理は、光音響波の位相
信号の位相がそろえば１とし、位相がそろわなければ０とする係数を各ボクセルに計算し
、この係数の分布を画像にかけ合わせる処理である。ＣＦ処理は、被検体の音速分布が一
定に近い場合には特に有効な処理である。一方、被検体の音速分布のばらつきが大きい場
合にはＣＦ処理による画質向上の効果が低い場合がある。
【００７４】
　以下、図４Ａに示す吸収係数分布を有するモデルを用いてステップＳ３０１をシミュレ
ートして得られた光音響信号データに、種々の再構成処理を行ったときの結果を説明する
。ここで、図４Ａ中の横方向をＸ軸、縦方向をＺ軸とする。また、ここでは、Ｘ軸方向の
１次元トランスデューサアレイを図４Ａ中の最下部に配置して、この１次元トランスデュ
ーサアレイがＺ軸の上方向から伝搬してきた光音響波を検出する場合をシミュレートした
。
【００７５】
　図４Ｂは、ＦＤ処理が行われたときの初期音圧分布を示す。図４Ｃは、ＴＤ処理が行わ
れたときの初期音圧分布を示す。図４Ｄは、ＭＢＰ処理が行われたときの初期音圧分布を
示す。
【００７６】
　図４Ｂ～Ｄのそれぞれの画像を見てわかるように、処理の種類によって同じ吸収係数分
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布に対して異なる画像が取得されることがわかる。
【００７７】
　例えば、図４Ｂに示すＦＤ処理によって得られた画像では、円弧状のアーティファクト
が確認できる。また、図４Ｃに示すＴＤ処理で得られた画像では、ｘ軸方向に延びるアー
ティファクトが確認できる。また、図４Ｄに示すＭＢＰ処理によって得られた画像のアー
ティファクトは、図４Ｂおよび図４Ｃに示す画像のアーティファクトに比べ、全体的に抑
制されていることがわかる。
【００７８】
　また、図４Ｂおよび図４Ｃに示す画像においては、ｚ軸方向に延びる吸収係数分布に対
応する初期音圧分布のつながりが、図４Ｄに示す画像と比べ、低下していることがわかる
。
【００７９】
　以上説明したように、測定環境や観察したい部位などによって、適切な処理は異なる。
また、処理の種類によって、処理に要する時間は異なる。
【００８０】
　（Ｓ３０４：所望の処理に対応する被検体情報を表示する工程）
　この工程では、演算部１４１が、記憶部１４２に保存された被検体情報のボクセルデー
タ（またはピクセルデータ）に基づき、表示部１６０に表示させるための表示データを算
出し、表示データを表示部１６０に表示させる。
【００８１】
　なお、ボクセルデータ（またはピクセルデータ）から１次元、２次元、３次元から所望
の次元の表示データを取得してよい。また、被検体情報取得装置は、ユーザが入力部１５
０を用いて表示データの次元を設定できるように構成されていてもよい。
【００８２】
　以上説明したように、本実施形態に係る被検体情報取得装置においては、２種類以上の
処理のうち、ユーザが選択した所望の処理に対応する被検体情報を表示部に表示させるこ
とができる。これにより、それぞれの画像再構成で得られる同時刻における画像から、処
理時間や画質などのユーザのニーズに則した画像を用いて診断を行うことができる。
【００８３】
　これまで、所望の処理の情報が取得された後に、所望の処理に対応する被検体情報が取
得される形態を説明してきた。ただし、本実施形態に係る被検体情報取得装置においては
、予め所望の処理に対応する被検体情報が取得された状態のときに、所望の処理の情報が
取得されるとともに、所望の処理の情報に対応する被検体情報が表示されるように構成さ
れていてもよい。すなわち、ステップＳ３０３が実行された後に、ステップＳ３０２が実
行され、その後ステップＳ３０４が実行されてもよい。
【００８４】
　この場合、処理を表す項目としては、光音響信号データに処理が施された後の画像自体
を採用することもできる。すなわち、ユーザはこの画像を選択することにより、処理を選
択してもよい。例えば、処理が終了したものから順に表示部１６０に表示し、複数の画像
のうち１つをユーザが選択するとその画像が拡大表示されるようにしてもよい。この方法
によれば複数の処理の結果をユーザが比較することができ、処理の知識がなくても所望の
画像を選択できる。
【００８５】
　また、この場合、被検体情報取得装置は、処理が終了していない処理については、ユー
ザが選択できないように構成されていることが好ましい。
【００８６】
　また、この場合、被検体情報取得装置は、処理が終了した処理であるか否かをユーザに
通知する通知手段をさらに有することが好ましい。さらに、この通知手段は、処理が終了
した処理であるか否かを、ユーザが視覚的に認知できるように構成されていることが好ま
しい。
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【００８７】
　例えば、表示部１６０に被検体情報を表す項目を表示させる場合、処理が終了した処理
の項目と処理が終了していない処理の項目とを異なる色で表示させることなどを行うこと
を通知手段とすることができる。
【００８８】
　また、被検体情報取得装置を構成する装置またはその他の装置に、それぞれの処理に対
応するランプを通知手段として備えることもできる。この場合、例えば、処理が終了した
処理に対応するランプが点灯するようにして、処理が終了した処理であるか否かをユーザ
に通知することができる。
【００８９】
　また、表示部１６０に所望の処理に対応する被検体情報とは異なる被検体情報が表示さ
れている状態のときに、所望の処理の情報が取得され、所望の処理に対応する被検体情報
が表示部１６０に表示されてもよい。このとき、所望の処理に対応する被検体情報は、予
め表示された被検体情報に重畳して表示されたり、並べて表示されたりすることができる
。また、予め表示されていた被検体情報から、所望の処理に対応する被検体情報に切り替
えて表示部１６０に表示してもよい。すなわち、予め表示されていた被検体情報を表示部
１６０に非表示とし、この被検体情報が表示部１６０における表示されていた領域に、所
望の処理に対応する被検体情報を切り替えて表示することもできる。これらの表示方法は
、出荷時に予め設定されていてもよいし、入力部１５０を用いてユーザにより設定される
ようにしてもよい。
【００９０】
　このようにして、ユーザは、予め表示された被検体情報から把握できる病理学的な情報
と、所望の処理に対応する被検体情報から把握できる病理学的な情報とを把握して総合的
に診断することができる。また、時間間隔を空けずに複数の病理学的な情報を把握し、総
合的に診断することができる。
【実施例１】
【００９１】
　続いて本発明に係る実施例１を、図１、図５、および図６を用いて説明する。図５は、
本実施例に係る被検体情報取得方法のフロー図である。また、図６は、本実施例に係る処
理部としてのコンピュータ１４０の詳細およびその周辺の装置を示す模式図である。図６
に示すように、コンピュータ１４０は、演算部としてのＣＰＵ６４１、ＦＰＧＡ６４２、
およびＧＰＵ６４３、ならびに記憶部としてのＲＯＭ６４４およびＲＡＭ６４５を備える
。ここで、ＲＯＭ６４４は、非一時的な記録媒体として用いられている。
【００９２】
　本実施例において、ＣＰＵ６４１は、バス２００を介して被検体情報取得装置を構成す
る各構成の動作を制御している。また、ＣＰＵ６４１は、ＲＯＭ６４４に保存された本実
施例に係る被検体情報取得方法が記述されたプログラムを読み出し、被検体情報取得装置
に被検体情報取得方法を実行させている。すなわち、コンピュータ１４０は、図５に示す
フローを実行している。
【００９３】
　まず、ステップＳ５０１において、ユーザは入力部１５０を操作して測定パラメータを
入力した。そして、測定パラメータは記憶部としてのＲＡＭ６４５に保存された。本工程
において、ユーザは、測定に使用するレーザ光の波長、および、一度の測定でレーザ光を
被検体としての被験者の乳房１００に照射する回数を測定パラメータとして設定した。な
お、本実施例において、ユーザは、測定に使用するレーザ光の波長を７９７ｎｍに設定し
、レーザ光の照射回数を３０回と設定した。
【００９４】
　続けて、ステップＳ５０２において、ＣＰＵ６４１は、光源としてのチタンサファイア
レーザ１１０へ測定パラメータに基づく指示を出し、レーザ光を発光させる。このレーザ
光は、光ファイバ１２０を介して、パルス幅が５０ｎｍのパルス光１２１として乳房１０
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０へ照射された。そして、乳房１００はパルス光１２１を吸収して、乳房１００内部の吸
収係数分布を反映した光音響波が発生した。なお、本実施例におけるチタンサファイアレ
ーザ１１０は、内部のレーザ媒質を励起するための手段としてフラッシュランプおよびＱ
スイッチを有し、ＣＰＵ６４１からの指示により発光タイミングが制御されていた。
【００９５】
　続いてステップＳ５０３において、音響波検出部としてのＣＭＵＴアレイ１３０は、光
音響波を電気信号へと変換し、電気信号を処理部１４０へ出力した。
【００９６】
　なお、ＣＰＵ６４１は、ステップＳ５０２のレーザ光の発光指示と同期してＣＭＵＴア
レイ１３０へ光音響波の検出指示を行う。また、本実施例においては、ＣＭＵＴアレイ１
３０と乳房１００との間に、音響インピーダンスが乳房１００に近い超音波ジェルを音響
マッチング材として設けた。
【００９７】
　続いてステップＳ５０４において、ＦＰＧＡ６４２が電気信号に増幅、Ａ／Ｄ変換を行
った。そして、ＣＰＵ６４１は、増幅およびＡ／Ｄ変換が施された信号を光音響信号デー
タとしてＲＡＭ６４５に保存した。
【００９８】
　続いてステップＳ５０５において、被検体の測定が完了したか否かを判断した。被検体
の測定が完了している場合にはステップＳ５０６へ進む。被検体の測定が完了していない
場合にはステップＳ５０２へ進む。本実施例においては、ステップＳ５０１でレーザ光の
照射回数が３０回と設定されたので、ステップＳ５０２からステップＳ５０４までの処理
が３０回繰り返された場合に測定完了とする。
【００９９】
　ここで、以下の工程で使用する表示部としての液晶ディスプレイ１６０に表示された画
面を図７に示す。ユーザは、ＢＤ処理に対応する項目７０１、ＵＢＰ処理に対応する項目
７０２、ＭＢＰ処理に対応する項目７０３、およびＣＦ処理に対応する項目７０４から所
望の項目を選択することができる。
【０１００】
　また、それぞれの処理に対応する項目７０１～７０４と、それぞれの処理の進捗状況を
示す進捗バー７１１～７１４とが並んで表示されている。各進捗バー７１１～７１４の黒
いバーが左端にある場合は対応する処理の進捗が０％、右端にある場合は対応する処理の
進捗が１００％であることを示す。この構成により、ユーザは進捗バーの位置および速度
から、対応する処理の進捗状況と残り時間の目安を把握することができる。
【０１０１】
　なお、図７は、後述するステップＳ５０８でＢＤ処理に対応する項目７０１を選択し、
その後ステップＳ５１２でＭＢＰ処理に対応する項目７０３を選択したときの表示された
画面を示している。このとき、図７に示すようにＭＢＰ処理に対応する進捗バー７１３の
黒いバーは右端に達していない。そのため、このときＭＢＰ処理は終了していないことが
わかる。
【０１０２】
　続いてステップＳ５０６において、ＣＰＵ６４１はＲＡＭ６４５を参照し、保存されて
いる光音響信号データのリストをデータ選択ウィンドウ７２０に表示した。そして、ユー
ザは、データ選択ウィンドウ７２０に表示された光音響信号データの中から一つを選択し
た。
【０１０３】
　なお、本実施例においては、それぞれの光音響信号データの被検者のＩＤ番号と撮影時
刻がデータ選択ウィンドウ７２０に表示され、それぞれを選択できるようになっている。
【０１０４】
　続いてステップＳ５０７において、ＣＰＵ６４１は、ステップＳ５０６においてユーザ
が選択した光音響信号データに対応する測定パラメータを読み出し、表示可能な被検体情
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報を被検体情報選択ウィンドウ７３０に表示させた。そして、ユーザは初期音圧に対応す
る項目を選択した。
【０１０５】
　なお、被検体情報選択ウィンドウ７３０には、初期音圧、吸収係数、酸素飽和度が表示
されている。ただし、本実施例では、１つの波長７９７ｎｍでのみ測定を行ったので、分
光特性である酸素飽和度を選択できない。また、ユーザが選択可能である初期音圧および
吸収係数と、ユーザが選択不可能である酸素飽和度とは色を変えて表示されている。
【０１０６】
　続いてステップＳ５０８において、ＣＰＵ６４１は、ＢＤ処理に対応する項目７０１が
ユーザにより選択されているか否かを判断する。ＢＤ処理に対応する項目７０１が選択さ
れている場合にはステップＳ５０９へ進む。ＢＤ処理に対応する項目７０１が選択されて
いない場合にはステップＳ５１０へ進む。なお、本実施例においては、ＢＤ処理に対応す
る項目７０１をユーザが選択したため、ステップＳ５０９へ進む。
【０１０７】
　続いてステップＳ５０９において、ＣＰＵ６４１は、ＲＡＭ６４５からユーザが選択し
た光音響信号データを読み出し、前述したＢＤ処理を光音響信号データに施した。そして
、ＢＤ処理が施された光音響信号データはＲＡＭ６４５に保存された。
【０１０８】
　続いてステップＳ５１０において、ＣＰＵ６４１は、ＵＢＰ処理に対応する項目７０２
が選択されているか否かを判断した。ＵＢＰ処理に対応する項目７０２が選択されている
場合にはステップＳ５１１へ進む。ＵＢＰ処理に対応する項目７０２が選択されていない
場合にはＳ５１２へ進む。なお、本実施例では、ユーザはＵＢＰ処理に対応する項目７０
２を選択しなかったため、ステップＳ５１２へ進む。
【０１０９】
　続いてステップ５１２において、ＣＰＵ６４１は、ＭＢＰ処理に対応する項目７０３が
選択されているか否かを判断した。ＭＢＰ処理に対応する項目７０３が選択されている場
合にはステップＳ５１３へ進む。ＭＢＰ処理に対応する項目７０３が選択されていない場
合にはステップＳ５１０へ進む。なお、本実施例ではユーザはＭＢＰ処理に対応する項目
７０３を選択したため、Ｓ５１３へ進む。
【０１１０】
　続いてステップＳ５１３において、ＣＰＵ６４１は、ＧＰＵ６４３にＭＢＰ処理を行う
ことを指示した。そして、ＧＰＵ６４３は、ステップＳ５０９においてＢＤ処理が施され
た光音響信号データにＭＢＰ処理を施し、初期音圧に関する３次元ボクセルデータを生成
した。この３次元ボクセルデータはＲＡＭ６４５に保存された。
【０１１１】
　続いて、ステップＳ５１４において、ＣＰＵ６４１は、ＣＦ処理に対応する項目７０４
が選択されているか否かを判断する。ＣＦ処理に対応する項目７０４が選択されている場
合にはステップＳ５１５へ進む。ＣＦ処理に対応する項目７０４が選択されていない場合
にはステップＳ５１６へ進む。本実施例においては、ユーザはＣＦ処理に対応する項目７
０４を選択したため、ステップＳ５１５へ進む。
【０１１２】
　続いてステップＳ５１５において、ＣＰＵ６４１は、ＲＡＭ６４５に格納された初期音
圧に関する３次元ボクセルデータにＣＦ処理を施し、ＣＦ処理が施された初期音圧に関す
る３次元ボクセルデータを生成した。そして、このＣＦ処理が施された後の初期音圧に関
する３次元ボクセルデータはＲＡＭ６４５に保存された。本工程においてＣＦ処理を施す
ことにより、初期音圧に関する３次元ボクセルデータの解像度は向上した。
【０１１３】
　続いてステップＳ５１６において、ＧＰＵ６４３は、ＲＡＭ６４５に格納された初期音
圧に関する３次元ボクセルデータにスキャン変換処理を施し、表示データを生成した。そ
して、ＣＰＵ６４１は、表示データを液晶ディスプレイ１６０に出力し、初期音圧分布を
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画像表示ウィンドウ７４０に表示された。
【０１１４】
　続いて、再度ステップＳ５０８へ進み、各処理に対応する項目が選択されているか否か
を判断し、いずれかの項目が選択された場合はその項目に対応する処理が実行される。
【０１１５】
　本実施例によれば、ユーザが所望の処理を実行させて被検体情報を表示させることがで
きる。そのため、ユーザは、ある時刻に得られた光音響信号データを用いて、処理時間や
画質などのユーザのニーズに則した処理によって得られる画像を用いて診断を行うことが
できる。
【実施例２】
【０１１６】
　続いて本発明の実施例２を説明する。本実施例は、複数の処理を並列に開始させて、終
了した処理から所望の処理を選択可能とした点が実施例１とは異なる。
【０１１７】
　本実施例においては、実施例１と同様に図１および図６に示す被検体情報取得装置を用
いた。以下、図８に示すフローを用いて、本実施例の被検体情報取得方法を説明する。な
お、図８に示すフローは、コンピュータ１４０により実行される。
【０１１８】
　本実施例においては、ステップＳ５０９までの工程が終わった後に、ＧＰＵ６４３がＢ
Ｄ処理後の光音響信号データに対してステップＳ５１１におけるＵＢＰ処理を実行するよ
うに、ＣＰＵ６４１がＧＰＵ６４３に指示を出した。さらに、ＧＰＵ６４３がステップ５
１１と並行してステップＳ５１３におけるＭＢＰ処理を実行するように、ＣＰＵ６４１が
ＧＰＵ６４３に指示を出した。
【０１１９】
　なお、それぞれの再構成処理は異なるスレッドプログラムとしてＲＯＭ６４４に格納さ
れている。そして、それぞれの処理は、ＧＰＵ６４３内に割り当てられた複数のプロセッ
サによってそれぞれ実行される。
【０１２０】
　このとき液晶ディスプレイ１６０に表示された画面を図９に示す。ＵＢＰ処理の進捗を
示す進捗バー７１２を確認すると、進捗は１００％となっているため、ＵＢＰ処理に対応
する初期音圧分布は選択可能な状態となっている。
【０１２１】
　一方、ＭＢＰ処理の進捗を示す進捗バー７１３を確認すると、進捗は１００％となって
いない。そのため、ユーザはＭＢＰ処理に対応する項目７０３を選択することができない
。これは、ＭＢＰ処理がＵＢＰ処理と比較して多くの処理時間を要する処理だからである
。
【０１２２】
　また、本実施例では、選択することのできるＵＢＰ処理に対応する項目７０２が白背景
で表示され、選択することのできないＭＢＰ処理に対応する項目７０３がグレー背景で表
示されることにより、ユーザはそれぞれの処理の選択の可否を視認できた。
【０１２３】
　続いてステップＳ５１０において、ＣＰＵ６４１は、ＵＢＰ処理に対応する項目７０２
が選択されているか否かを判断した。ＵＢＰ処理に対応する項目７０２が選択されている
場合にはステップＳ５１６へ進む。ＵＢＰ処理に対応する項目７０２が選択されていない
場合にはステップＳ５１２へ進む。なお、本実施例において、ユーザは先に選択可能とな
ったＵＢＰ処理に対応する項目７０２を選択したため、ステップＳ５１６へ進む。
【０１２４】
　続いて、再度ステップＳ５１０へ進み、各処理に対応する項目が選択されているか否か
を判断し、いずれかの項目が選択された場合はその項目に対応する被検体情報が表示され
る。
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【０１２５】
　以上のように、本実施例では、時間が経つにつれ終了する処理が増えていくので、ユー
ザが選択可能な処理の種類も時間が経つにつれて増えていく。そのため、本実施例のよう
に最初にＵＢＰ処理などにより短時間で得られる被検体情報を確認し、読影をしていく中
でさらに詳細が必要な場合には、ＭＢＰ処理などで得られる被検体情報を確認するといっ
た診断方法が可能となる。
【０１２６】
　以上、特定の実施形態を説明したが、本発明はこれらの実施形態に限らず、特許請求の
範囲を逸脱しない限りにおいて、種々の変形例、応用例も包含するものである。
【符号の説明】
【０１２７】
　１００　被検体
　１０２　光音響波
　１１０　光源
　１３０　音響波検出部
　１４０　処理部
　１６０　表示部
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